国友藤兵衛（一貫斎）家
器物目録　凡例

＊本目録は国友藤兵衛（一貫斎）家に伝来する器物116点を対象とするものである。

＊本目録の表記一般、および個々の資料情報記述は、次のとおりである。
（表記一般）
・用字は原則として常用漢字を用いた。
・数字は資料の原記載を尊重したほうがよい場合をのぞき、原則としてアラビア数字を用いた。
・項目設定は、分類、通し番号、管理番号、資料名、員数、法量（cm）、材質、備考である。

１）資料番号
・管理番号は、4001～4116とした。その内、資料の伝来などの理由から欠番としたものがある。

２）分類
・器物資料のうち、資料の所蔵者が購入したものについては、資料の性格から「8.参考」に分類した。

３）法量
・資料によって採寸箇所が異なるため、各資料の法量記載欄には、数値とともに測定箇所を記載した。
[bookmark: _GoBack]
４）備考
・備考欄には、他の設定項目以外の必要な情報を記載した。墨書、刻銘のほか、用途・名称として推測される内容、現在の収納器についても記した。

５）複製
・史料の写真を画像データ化して管理番号別に長浜城歴史博物館に保管している。閲覧利用に際しては同館に問い合わせること。
　　　　　

